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コネクタ 2.xからコネクタ 3への移行

コネクタ 2.xをコネクタ 3に移行する理由
コネクタ 2.xからコネクタ 3への移行を検討する必要がある理由は、次のとおりです。

表 1 :コネクタ 3に移行する理由

説明改善点

•サービス指向型アーキテクチャを使用して、モジュラコネクタを作成します。

•各サービスは、ライフサイクル管理、ビジネスロジック、データチャネル、コマ
ンドライン、ユーザーインターフェイスを備えた、独立したモジュールです。

•クラウド環境とコネクタ自体の両方で、サービスの管理と開発を簡素化します。

改善されたアーキテクチャ：

高度な機能の包括的なスイートを提供します。機能の強化：

•仮想 IPベースの高可用性構成をサポートします。

•自動化されたフェールオーバーメカニズムにより、シームレスな IoTと Cisco
FastLocateの運用を促進します。

高可用性：

接続の問題を迅速に特定して解決するための、詳細なステップバイステップのトラブ

ルシューティングツールを提供します。

高度なトラブルシューティン

グ：

• CPU使用率、メモリ、接続、トラフィックなど、システムとサービスのパフォー
マンスに関する広範なメトリックを提供します。

• Cisco Spacesダッシュボードを使用してモニタリングを有効にし、リアルタイム
のインサイトを取得します。

強化されたモニタリング：

サービスの更新やセキュリティパッチなどの、合理化された中断のないアップグレー

ドを実現します。これらはすべて Cisco Spacesダッシュボードを介して管理されま
す。

効率的なアップグレード：

コネクタ 2.xおよびコネクタ 3でサポートされる機能

表 2 :コネクタ 3とコネクタ 2.xの機能マトリックス

コネクタ
3

コネクタ
2.x

機能

対応対応ロケーションサービス
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コネクタ
3

コネクタ
2.x

機能

対応対応IoTサービス（ワイヤレス）およびIoTサービス（有線）

対応対応OpenRoaming

対応対応Cisco Spaces Apps

対応対応Cisco FastLocate

対応対応IPv4

対応非対応IPv6

対応対応AMIのサポート

対応非対応Azureサポート

対応対応Hyper-Vサポート

対応対応ローカル Firehoseサービス

対応対応外部 AAAのサポート

対応対応パートナーアプリケーションの統合またはアプリケーションのサポー

ト

対応対応デュアルインターフェイス

対応対応ハイアベイラビリティ

対応非対応高度な高可用性（IoT HA）

はじめる前に

コネクタリリース 3をダウンロードして設定します。『CiscoSpaces：コネクタConfigurationGuide』の「Configuration」
セクションを参照してください。最新のインストールを見つけるには、リリースノートを参照してください。Release
Notes for Cisco Spaces: Connector

コネクタ 3インスタンスをインストールしたら、特定のユースケースに関連するサービスが有効かつ [ACTIVE]状態
で、最新バージョンに更新されていることを確認します。

表 3 :インストールするサービス

方法Service

IoTサービス（有線）の設定IoTサービス（有線）

IoTサービス（ワイヤレス）の設定IoTサービス（ワイヤレス）
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方法Service

ホットスポットサービスの設定（23ページ）ホットスポットサービス

ローカルFirehoseサービスの設定（24ページ）ローカル Firehoseサービス

移行と確認

Cisco Spacesダッシュボードでのコネクタ 2.xからコネクタ 3への移行
この手順では、Cisco Spacesダッシュボードで既存の Cisco Spaces：コネクタ 2.xの設定をコネクタ 3に移行する方法
を示します。

ステップ 1 Cisco Spacesにログインします。

Cisco Spacesの URLは地域によって異なります。

（注）

ステップ 2 Cisco Spacesダッシュボードで、[Setup] > [Wireless Networks]の順に選択します。

ステップ 3 2の[Configure Spaces Connector]エリアで、[View Connectors]をクリックします。
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図 1 : View Connectors

ステップ 4 表示されたコネクタのリストから、インストールしたコネクタ 3をクリックします。[Add Controller]を
クリックします。

図 2 :コネクタ 3を選択
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ステップ 5 この特定のコネクタの [Add Controller]タブで、[Choose controllers from another connector]をクリックしま
す。表示される [Choose connector]ドロップダウンリストから、設定の移行元にするコネクタ 2.xを選択し
ます。

図 3 :ワイヤレスコントローラをコネクタ 2.xから移動

ステップ 6 コネクタ 2.xからホットスポット設定を移行するには、[Migrate hotspot configurations from the selected connector]
チェックボックスをオンにします。

図 4 :コネクタ 2.xからのホットスポット設定の移行
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ホットスポットサービスの移行に関するポイントは次のとおりです。

• Cisco Spacesは、新しいコネクタ 3インスタンスでコネクタ 2.xと同じホットスポット設
定をセットアップして有効にします。

• Cisco Spacesは、ワイヤレスコントローラからコネクタ 3インスタンスにトラフィックを
自動的にルートしません。

•ユーザーは、ワイヤレスコントローラの設定を手動で更新し、コネクタ 3インスタンス
にトラフィックを転送する必要があります。ワイヤレスコントローラの設定をConnector3
インスタンスに移行するには、CiscoAireOSまたはCiscoCatalystネットワークの設定（27
ページ）を参照してください。

•新しい設定のセットアップと確認を終えたら、ユーザーはコネクタ 2への参照を削除し
て、以前のホットスポットまたは OpenRoamingのセットアップを無効にする必要があり
ます。

•コネクタ 3の既存のホットスポット設定は、コネクタ 2.xからコネクタ 3に移行するとき
に上書きされます。

（注）

コネクタ 3の移行ステータスを確認する
[Setup] > [コネクタ] windowの順に選択し、移行のステータスを確認します。コネクタ 3の [Status]セルの値が [Down]
から [Up]に変わるまで待ちます。

図 5 :コネクタ 3のステータスを確認する

ワイヤレスコントローラ、AP、およびロケーションサービスの確認
ワイヤレスコントローラが [Active]状態であるかどうかを確認します。次に、APの数がコネクタ 2.xと同じかどうか
を確認します。これにより、ロケーションサービスも自動的に確認が行われます。
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図 6 :ワイヤレスコントローラのステータス

（注）

コントローラが [ACTIVE]状態になるまでの時間は、選択したサービスの数と展開の規模によって異なります。ただ
し、このプロセスが完了するまで数分待つことをお勧めします。

IoTサービス（ワイヤレス）の確認
ユースケースの IoTサービス（ワイヤレス）を有効にした場合は、サービスが移行されているかどうかを確認します。

ステップ 1 Cisco Spacesダッシュボードで、[Setup] > [Wireless Networks] > 2の順に選択します。[Configure the Spaces
Connector]エリアで、[View Connectors]をクリックします。

ステップ 2 表示されたコネクタのリストで、新しく移行されたコネクタ 3を選択します。

ステップ 3 サービスのリストから、[IoT Wireless]行の歯車アイコンをクリックし、ポップアップメニューから [IoT
Stream]を選択します。
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図 7 : IoTストリームの選択

ステップ 4 [Manage IoT Streams] windowで、[Operation Log]を確認し、ステータスが [Successful set config]であること
を確認します。

図 8 : IoTサービス（ワイヤレス）のステータス

ホットスポットサービスの確認

ユースケースのホットスポットサービスを有効にした場合は、サービスが移行されているかどうかを確認します。
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ステップ 1 CiscoSpacesダッシュボードで、[OpenRoaming]を選択します。[OpenRoaming]左ナビゲーションペインで、
[Setup]を選択します。

ステップ 2 [Hotspot-enabled Connectors]エリアで、[Cisco Wireless Controllers]を選択します。

ステップ 3 新しいコネクタ 3インスタンスが [ACTIVE]状態であることを確認します。

図 9 :ホットスポットサービス
のステータス

ローカル Firehoseの設定

ステップ 1 Cisco Spacesダッシュボード左ナビゲーションペインで [Setup]をクリックし、[Wireless Networks]を選択
します。

ステップ 2 表示される [Connect your wireless network] windowで [Step 2]エリアに移動し、[View Connectors]をクリック
します。
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図 10 : View Connectors

ステップ 3 表示されるコネクタの詳細 windowで [コネクタ]を選択し、[Add Services]をクリックします。

図 11 :サービスの追加

ステップ 4 表示される [Add Service] windowで、local-firehoseを選択し、[Add]をクリックします。

受信信号強度インジケータ（RSSI）ベースのタグのDevice_RSSIやBluetoothLowEnergy（BLE）
タグの Device_BLEイベントなどのイベントを受信するには、locationサービスと iot-services
サービスも追加されていることを確認します。（注）
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有効なサービスの数が増加していることがわかります。

ステップ 5 コネクタGUIにログインします。local-firehoseタイルを下にスクロールします。実行ステータスが [Up]で
あることを確認します。

図 12 : local-firehose

article_task_postreq

• Aeroscout Location Engine（ALE）を使用している Stanleyのお客様は、コネクタ 2.xインスタンスの IPアドレスを
コネクタ 3インスタンスの IPアドレスに更新する必要があります。
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•他のすべてのお客様は、新しいコネクタ 3インスタンスの IPアドレスを使用してアプリケーションを更新する必
要があります。

• Connector3が高可用性 VIPモードで設定されている場合は、プライマリとセカンダリの両方のコネクタ 3インス
タンスの IPを ALEで使用する必要があります。

•ローカル Firehoseの APIキーは変更されず、コネクタ 2に対して生成されたものと同じです。

最後の手順

移行が完了し、確認を終えたら、コネクタ 2.xインスタンスを Cisco Spacesダッシュボードから削除します。

図 13 :コネクタ 2.xインスタンスの削除

参考

IoTサービス（ワイヤレス）の設定

ステップ 1 Cisco Spacesダッシュボード左ナビゲーションペインで [Setup]をクリックし、[Wireless Networks]を選択
します。

ステップ 2 表示される [Connect your wireless network] windowで [Step 2]エリアに移動し、[View Connectors]をクリック
します。
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図 14 : View Connectors

ステップ 3 表示されるコネクタの詳細windowで、[Add Services]をクリックします。

図 15 :サービスの追加

ステップ 4 表示される [Add Service] windowで [IoT Wireless]を選択し、[Add]をクリックします。

service-managerはデフォルトで選択されています。

（注）
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図 16 :コネクタの詳細

[Connector Details] windowで、有効なサービスの数が増加していることがわかります。

IoTサービス（有線）の設定

ステップ 1 Cisco Spacesダッシュボード左ナビゲーションペインで [Setup]をクリックし、[Wired Networks]を選択
します。

ステップ 2 表示される [Connect your wireless network] windowで、[Step 2]エリアに移動し、[ViewConnectors]をクリッ
クします。
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図 17 : View Connectors

ステップ 3 選択したコネクタ 3をクリックします。

Cisco Spaces：IoTサービス（ワイヤレス）に使用したのと同じコネクタを使用できます。

（注）

ステップ 4 表示されるコネクタの詳細windowで、[Add Services]をクリックします。

図 18 :サービスの追加

ステップ 5 表示される [Add Service] windowで [IoT Wired]を選択し、[Add]をクリックします。
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図 19 :サービスの追加

[Connector Details]ウィンドウで、[IoT Wired]サービスが追加されたことを確認できます。

ステップ 6 [IoT Wired]行の近くにある歯車アイコンをクリックします。

図 20 : [IoT Wired]の歯車アイコン

ステップ 7 （任意）表示される [Manage IoT Streams]ウィンドウで、コネクタがまだ有効になっていないかどうか
を確認し、有効になっていない場合は、[Configure to Enable]をクリックします。

ステップ 8 スイッチのリストから、スイッチの横にある縦の 3点アイコンをクリックし、[Enable Service]を選択し
ます。
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図 21 :サービスを有効化（Enable Service）

有線とワイヤレスの両方の IoTサービスに同じコネクタを使用している場合、コネクタは
すでに有効になっています。

（注）

ステップ 9 SPAN VLANと Cisco IOxアプリケーションの詳細を入力します。

•宛先 SPAN VLAN：Power over Ethernet（PoE）ノードから Cisco IOxアプリケーションにカプセル化
リモートスイッチドポートアナライザ（ERSPAN）トラフィックを送信するために使用される
VLAN。既存の VLANを使用することも、新しい VLANを作成することもできます。この VLAN
は、スイッチに対してローカルにすることもできます。

•宛先 SPAN VLANの IPアドレス：これは、トラフィックのルーティングに使用できるスイッチ仮想
インターフェイス（SVI）または接続先VLANの IPアドレスです。既存のVLANを使用している場
合は、同じ IPアドレスを指定できます。既存の設定に影響を与えずにERSPANトラフィックをロー
カルに維持できるように、新しい VLANを作成することをお勧めします。この VLANは、SPANト
ラフィックのスイッチ内でのみ使用されることに注意してください。

•送信元 SPAN VLANのリスト：有線デバイスが接続されているVLANのリスト。これらのVLAN上
のトラフィックはモニターされます。有線デバイスが複数のVLANに接続されている場合は、VLAN
をカンマで区切って入力します。
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• SPANの発信元 IPアドレスのモニター：モニターセッションの送信元 IPアドレスです。これは
SPAN VLANからのアドレスである可能性があります。これは、接続先 VLAN IPアドレスと同じに
することもできます。

• IOxアプリケーションの SPAN IPアドレス

•アプリケーション Cisco Spacesコネクタ VLAN：これは、コネクタが到達可能な VLANです（管理
またはデータ用）。Cisco IOxアプリケーションの 2番目のインターフェイスを設定し、この VLAN
を使用してコネクタにトラフィックを送信できます。この VLANは、有線 PoEノード VLANと同
じにすることができます。コネクタは、Cisco IOxアプリケーションからの通信を受け入れるために
許可されている必要があります。

• DHCP：有効にすると、DHCPはアプリケーションCisco DNA SpacesコネクタVLANからCisco IOx
アプリケーションの 2番目のインターフェイスに IPアドレスを割り当てます。

• IOxアプリケーション IPアドレス：これは、Cisco IOxアプリケーションの 2番目のインターフェイ
スに手動で設定する必要がある IPアドレスであり、コネクタとの通信に使用されます。DHCPを選
択した場合、これは必要ありません。

• IOxアプリケーションネットマスク：Cisco IOxアプリケーションの 2番目のインターフェイスに手
動で設定する必要がある IPサブネットマスクで、コネクタとの通信に使用されます。DHCPを選択
した場合、これは必要ありません。

• IOxアプリケーションゲートウェイアドレス：Cisco IOxアプリケーションの 2番目のインターフェ
イスに手動で設定する必要がある IPアドレスで、コネクタとの通信に使用されます。DHCPを選択
した場合、これは必要ありません。
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図 22 :スイッチの設定
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図 23 :スイッチの設定

図 24 :設定例

ステップ 10 [構成]をクリックします。
設定がスイッチに展開されます。次の図は、GUI設定の代わりに使用できる、対応する CLIコマンドを
示しています。
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図 25 : GUIコマンドラインのマッピング

ステップ 11 表示される [Manage IoTServices]ウィンドウでスイッチの名前をクリックすると、そのスイッチで実行さ
れる手順のリストが表示されます。
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図 26 : IoTサービスの管理
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ホットスポットサービスの設定

ステップ 1 Cisco Spacesダッシュボード左ナビゲーションペインで [Setup]をクリックし、[Wireless Networks]を選択
します。

ステップ 2 表示される [Connect your wireless network] windowで [Step 2]エリアに移動し、[View Connectors]をクリック
します。

図 27 : View Connectors

ステップ 3 表示されるコネクタの詳細 windowで [コネクタ]を選択し、[Add Services]をクリックします。
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図 28 :サービスの追加

ステップ 4 表示される [Add Service] windowで [hotspot]を選択し、[Add]をクリックします。

service-managerはデフォルトで追加されています。

（注）

[Connector Details] windowで、有効になっているサービスの数が増加していることがわかります。

ローカル Firehoseサービスの設定

ステップ 1 Cisco Spacesダッシュボード左ナビゲーションペインで [Setup]をクリックし、[Wireless Networks]を選択
します。

ステップ 2 表示される [Connect your wireless network] windowで [Step 2]エリアに移動し、[View Connectors]をクリック
します。
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図 29 : View Connectors

ステップ 3 表示されるコネクタの詳細 windowで [コネクタ]を選択し、[Add Services]をクリックします。

図 30 :サービスの追加

ステップ 4 表示される [Add Service] windowで、local-firehoseを選択し、[Add]をクリックします。

受信信号強度インジケータ（RSSI）ベースのタグのDevice_RSSIやBluetoothLowEnergy（BLE）
タグの Device_BLEイベントなどのイベントを受信するには、locationサービスと iot-services
サービスも追加されていることを確認します。（注）
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有効なサービスの数が増加していることがわかります。

ステップ 5 コネクタGUIにログインします。local-firehoseタイルを下にスクロールします。実行ステータスが [Up]で
あることを確認します。

図 31 : local-firehose
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Cisco AireOSまたは Cisco Catalystネットワークの設定

始める前に

Cisco AireOSまたは Cisco Catalystワイヤレスネットワークを設定する前に、SSIDと AAAポリシーを設定する必要が
あります。

ステップ 1 [OpenRoaming]ウィンドウで、[Set Up OpenRoaming]をクリックするか、 > [Setup]を選択します。

[OpenRoaming Setup]ページが表示されます。

OpenRoamingプロファイルの設定が完了したら、構成ウィザードで [Continue OR Setup]をク
リックし、次に進みます。

（注）

[Network configuration]セクションの [AireOS/Catalyst controllers]タブに、すべてのCiscoAireOSおよびCisco
Catalystシリーズコントローラのリストが、コントローラのステータスや関連するコネクタなどの詳細と
ともに表示されます。

ステップ 2 [Network configuration] > [AireOS/Catalyst controllers]の [Action]列で、設定するコントローラに対応する

設定アイコン をクリックします。

[Configure Controller]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [Generate Configuration]で、ドロップダウンリストから OpenRoamingプロファイルを選択します。

デフォルト以外のポリシープロファイルまたはポリシータグが使用されている場合は、AccessNetworkQuery
Protocol（ANQP）サーバー設定のみをコピーして、ワイヤレスポリシープロファイルに適用する必要があ
ります。ポリシータグが OpenRoaming用に構成されたWLANを使用し、構成されたワイヤレスポリシー
プロファイルにマップされていることを確認します。

ステップ 4 選択した OpenRoamingプロファイル設定を Cisco AireOSまたは Catalystコントローラの CLIに貼り付けま
す。

CLIベースの設定のみがサポートされています。

（注）

ステップ 5 [Continue]をクリックします。
「Controller configured with profile successfully」メッセージが表示されます。

ステップ 6 コントローラタイプを AireOSまたは Catalyst 9800のいずれかから選択します。

ステップ 7 既存のネットワークが Cisco AireOSコントローラをベースにしている場合は、[WLAN ID]フィールドに
WLAN IDを入力します。ネットワークが Cisco Catalystコントローラをベースにしている場合は、WLAN
名を指定します。

ステップ 8 [閉じる（Close）]をクリックします。
[OpenRoaming Setup]ウィンドウが表示されます。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


